
二
九

あ
行

あ
あ
き
み
こ
の
わ
か
れ
い
い
か
ん
ぞ
　
嗟
君
此
別
意
何
如

唐
の
高こ
う

適て
き

の
「
送
李
少
府
貶
峽
中
王
少
府
貶
長
沙
」（
李り

少し
ょ
う
ふ府
の
峽
き
ょ
う

中ち
ゅ
うに
貶へ
ん

せ

ら
れ
、
王お
う

少し
ょ
う
ふ府
の
長
ち
ょ
う

沙さ

に
貶へ
ん

せ
ら
れ
る
を
送お
く

る
）
の
七
言
律
詩
を
図
解
す
る
絵
で

あ
る
。
李
少
府
が
峽
中
へ
、
王
少
府
が
長
沙
へ
左
遷
さ
れ
る
際
、
二
人
に
贈
っ
た

詩
作
で
あ
る
。
少
府
と
は
県
の
尉
（
検
察
、
警
察
を
指
揮
す
る
官
職
）
の
雅
名
で

あ
る
（
前
野
直
彬
注
解
『
唐
詩
選
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
嗟
君
此
別
意
何
如
」（
高
井
蘭
山
先
生
著
、畫
狂
老
人
卍
翁
筆
『
畫
本
唐
詩
選
』

七
編
、
天
保
七
年
﹇1836

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

日
本
に
お
け
る
中
国
画
題
綜
覧
（
一
）

�
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��
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）

張　
　
　

小　
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あ
い
お
く
り
て
こ
う
だ
い
に
の
ぞ
め
ば
　
相
送
臨
高
臺

唐
の
王お
う

維い

の
「
臨
高
臺
送
黎
拾
遺
」（
臨り
ん

高こ
う

臺だ
い

黎れ
い

拾じ
ゅ
う
い遺
を
送お
く

る
）
と
い
う
五
言

絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。
黎
拾
遺
と
離
別
す
る
際
、
贈
っ
た
詩
作
で
あ
る
。

拾
遺
は
皇
帝
の
言
行
の
誤
り
を
指
摘
し
た
り
、
諌
め
た
り
す
る
官
職
で
あ
る
。
臨

高
臺
は
楽
府
の
題
名
で
あ
る
（
前
野
直
彬
注
解
『
唐
詩
選
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
相
送
臨
高
臺
」（
石
峯
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
一
編
、
天
明
八
年
﹇1788

﹈

刊
本
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
嵩
山
房
再
刻
本
）

あ
き
は
と
う
り
を
そ
め
て
は
は
な
か
ば
く
れ
な
い
に
　
秋
染
棠

梨
葉
半
紅

唐
の
王お
う
し
ゅ
う周
の
「
宿
疎
陂
驛
」（
疎そ

陂ひ

驛え
き

に
宿し
ゅ
く
す
）
と
い
う
七
言
絶
句
を
図
解
す

る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】
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三
〇

・

・

【
作
例
】

「
秋
染
棠
梨
葉
半
紅
」（
紅
翠
齋
主
人
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
四
編
・
七
言
絶
句
續

編
、
寛
政
五
年
﹇1793

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

あ
く
せ
ん
せ
ん
に
ん
　
偓
佺
仙
人

あ
く

佺せ
ん

は
薬
草
を
採
る
人
で
あ
る
。
彼
は
松
の
実
を
食
べ
る
の
が
好
き
で
、
体
毛

が
数
寸
あ
る
。
飛
ぶ
よ
う
に
走
っ
て
馬
を
追
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
か
つ
て
松
の
実
を
堯
帝
に
遣
っ
た
が
、受
け
取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

受
け
取
る
人
は
皆
三
百
歳
ま
で
生
き
て
い
た
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「

佺
」（
明
・
王
世
貞
撰
『
有
象
列
仙
全
傳
』
巻
一
、
萬
暦
二
八
年
﹇1600

﹈

玩
虎
軒
刊
本
）

「

佺
」（
寂
照
主
人
月
僊
寫
並
題
『
列
仙
圖
賛
』
一
、
天
明
四
年
﹇1784

﹈
寂

照
寺
蔵
板
）

「

佺
仙
人
」（
鮮
斎
永
濯
繪
『
萬
物
雛
形
畫
譜
』
五
編
、明
治
一
二
年
﹇1879

﹈

寳
集
堂
刊
本
）　

あ
こ
く
き
ょ
う
　
阿
黒
驕

阿
黒
驕
は
地
名
の
よ
う
で
あ
る
。『
三
才
図
会
』
に
よ
る
と
、
そ
こ
に
は
人
口

も
多
い
し
、
樹
木
も
多
い
。
た
だ
し
、
羊
や
馬
が
い
な
い
。
人
々
は
狩
猟
や
漁
業

を
以
て
生
計
を
立
て
る
。
阿
黒
驕
か
ら
応
天
府
（
江
蘇
省
南
京
）
に
行
く
場
合
、

七
か
月
が
か
か
る
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
阿
黒
驕
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
四
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
阿
黒
驕
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
阿
黒
驕
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

あ
ご
に
こ
う
は
を
は
り
つ
け
て
き
ず
あ
と
を
お
お
え
　
腮
貼
香

葩
蓋
疵
痕

呉
の
孫そ
ん

和わ

（223

〜252

）
は
字
が
子し

孝こ
う

と
い
い
、
三
国
時
代
の
呉
の
孫そ
ん

権け
ん

の

三
男
で
あ
る
。
赤
烏
五
年
（242

）
皇
太
子
に
な
っ
た
が
、
後
に
讒
言
を
受
け
廃

さ
れ
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
。
伝
え
る
こ
と
に
よ
る
と
、
孫
和
は
鄧と
う

夫
人
が
好

き
で
、時
々
夫
人
を
膝
の
上
に
の
せ
る
。
あ
る
晩
、孫
は
月
下
で
水
晶
如
意
を
持
っ

て
踊
り
、
誤
っ
て
夫
人
の
頬
を
怪
我
さ
せ
た
。
夫
人
が
大
変
苦
し
い
の
で
、
孫
が

自
ら
そ
の
傷
口
を
舐
め
て
、
太
医
に
薬
を
調
合
す
る
よ
う
命
じ
た
。
太
医
が
「
白

獺
の
骨
髄
に
玉
と
琥
珀
の
屑
を
混
ぜ
て
貼
り
付
け
る
と
、
そ
の
傷
跡
を
消
せ
る
」

と
言
っ
た
。
す
る
と
、
孫
が
大
金
を
出
し
て
探
さ
せ
た
。
つ
い
に
富
春
と
い
う
地

方
で
獺
の
骨
が
見
つ
か
っ
た
。
孫
が
さ
っ
そ
く
膏
薬
を
作
ら
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、

琥
珀
が
多
す
ぎ
た
の
で
、
塗
り
つ
け
る
と
赤
い
点
が
あ
る
。
近
づ
い
て
よ
く
見
る

と
、
夫
人
の
美
し
さ
を
さ
ら
に
増
し
た
の
で
あ
る
。
他
の
夫
人
た
ち
が
そ
れ
を
見

て
、
皆
孫
に
寵
愛
さ
れ
る
た
め
に
、
丹
脂
で
頬
に
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
故
に

風
習
に
な
っ
た
と
い
う
。
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2017年 3 月

三
一

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
鄧
夫
人
」（
清
・
王

繪
『
百
美
新
詠
』
圖
傳
十
二
、嘉
慶
九
年
﹇1804

﹈
序
、

顔
氏
刻
本
）

「
腮
貼
香
葩
蓋
疵
痕
」（
法
橋
玉
山
畫
『
畫
本
玉
藻
譚
』巻
二
、文
化
二
年
﹇1805

﹈

羣
玉
堂
・
河
内
屋
梓
）

あ
さ
い
　
阿
柴

阿
柴
と
は
歴
史
に
お
い
て
西
域
の
異
民
族
に
対
す
る
蔑
称
で
、
す
な
わ
ち
「
雑

種
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
阿
柴
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
六
、正
徳
四
年
﹇1714

﹈
稱
觥
堂
刊
本
）

あ
さ
つ
ぶ
　
阿
薩
部

阿
薩
部
は
部
族
の
名
前
の
よ
う
で
あ
る
。『
三
才
図
会
』
に
よ
る
と
、
こ
の
部

族
は
狩
猟
で
生
活
を
立
て
て
い
る
。
ま
た
独
特
な
酒
を
作
る
。
そ
の
方
法
は
獲
物

の
肉
を
石
で
肉
汁
を
圧
搾
し
、
さ
ら
に
波
斯
（
ペ
ル
シ
ャ
）
や
拂
林
（
一
般
的
に

東
ロ
ー
マ
と
さ
れ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
全
体
と
す
る
説
も
あ
る
）
な
ど
の
国

の
米
や
草
の
種
を
入
れ
、
数
日
後
酒
が
出
来
上
が
る
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
阿
薩
部
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
四
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
阿
薩
部
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
阿
薩
部
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

あ
し
　
阿
思

阿
思
は
地
名
の
よ
う
で
あ
る
。『
三
才
図
会
』に
よ
る
と
、そ
こ
に
は
城
が
あ
り
、

石
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
応
天
府
（
江
蘇
省
南
京
）
ま
で
は
馬
で
一
年
七
か

月
が
か
か
る
と
い
う
。

【
出
典
】

・
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三
二

【
作
例
】

「
阿
思
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
三
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609
﹈
刊
本
）

「
阿
思
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
阿
思
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
四
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳
文

堂
刊
本
）

あ
し
た
に
き
く
ゆ
う
し
の
り
か
を
う
た
う
を
　
朝
聞
遊
子
唱
離
歌

唐
の
李り

頎き

の
「
送
魏
万
之
京
」（
魏ぎ

万ま
ん

の
京け
い

に
之ゆ

く
を
送お
く

る
）
と
い
う
七
言
律

詩
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
朝
聞
遊
子
唱
離
歌
」（
高
井
蘭
山
先
生
著
、畫
狂
老
人
卍
翁
筆
『
畫
本
唐
詩
選
』

七
編
、
天
保
七
年
﹇1836

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

あ
し
た
に
じ
す
は
く
て
い
さ
い
う
ん
の
か
ん
　
朝
辞
白
帝
彩
雲
間

唐
の
李り

白は
く

の
「
早
発
白
帝
城
」（
早つ
と

に
白は
く
て
い
じ
ょ
う

帝
城
を
発は
っ

す
）
と
い
う
七
言
絶
句
を

図
解
す
る
絵
で
あ
る
。
李
白
が
白
帝
城
（
四
川
省
）
か
ら
江
陵
（
湖
北
省
）
ま
で

長
江
を
下
る
こ
と
を
書
い
た
詩
作
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
朝
辞
白
帝
彩
雲
間
」（
芙
蓉
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』續
編
、寛
政
二
年
﹇1790

﹈

嵩
山
房
刊
本
、
文
化
一
一
年
﹇1814

﹈
再
板
）

あ
し
た
に
は
す
す
む
と
う
も
ん
の
え
い
　
朝
進
東
門
営

唐
の
杜と

甫ほ

の
『
後こ
う
し
ゅ
つ
さ
い

出
塞
』
と
い
う
五
言
古
詩
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。
若
者
が

辺
境
に
従
軍
す
る
こ
と
を
描
い
た
詩
作
で
あ
る
。「
出
塞
」
と
は
楽
府
の
題
名
で

あ
る
（
前
野
直
彬
注
解
『
唐
詩
選
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
朝
進
東
門
営
」（
高
井
蘭
山
著
、
翠
渓
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
五
編
、
天
保

三
年
﹇1832

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

あ
し
だ
る
ま
　
葦
達
磨

蘆
に
達
磨
の
絵
で
あ
る
。

　

↓
「
達
磨
」

【
作
例
】

「
葦
達
磨
」（
鍬
形
蕙
斎
『
人
物
略
畫
式
』、文
化
一
〇
年
﹇1813

﹈
春
風
堂
刻
本
）

あ
し
に
が
ん
　
蘆
に
雁

蘆
に
雁
の
絵
で
あ
る
。

　

↓
「
鴈
」
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2017年 3 月

三
三

【
作
例
】

「
蘆
雁
圖
軸
」（
清
・
邊
壽
民
作
、
上
海
博
物
館
所
蔵
）

「
蘆
に
雁
」（
玉
翠
斎
藤
原
義
包
圖
『
畫
圖
撰
要
』、
明
和
三
年
﹇1766

﹈
層
山

堂
刻
本
）

「
雁
に
蘆
」（
橘
雲
峨
畫
『
萬
象
畫
式
』、
明
治
二
七
年
﹇1894

﹈
錦
榮
堂
刊
本
）

「
蘆
に
雁
」（『
初
心
畫
鑑
』、
明
和
三
年
﹇1766

﹈
和
泉
屋
・
西
村
屋
再
版
）

あ
そ
び
こ
　
遊
児

遊
ん
で
い
る
子
供
の
絵
で
あ
る
。

【
作
例
】

「
遊
児
」﹇
徐
天
池
詩
﹈（
老
蓮
先
生
著
『
畫
圖
酔
芙
蓉
』中
巻
、文
化
六
年
﹇1809

﹈

青
蔾
閣
刻
本
）

「
遊
児
」﹇
元
畫
﹈（
老
蓮
先
生
著
『
畫
圖
酔
芙
蓉
』
下
巻
、
文
化
六
年
﹇1809

﹈

青
蔾
閣
刻
本
）

あ
ぼ
う
き
ゅ
う
　
阿
房
宮

阿
房
宮
は
、
秦
の
始
皇
帝
三
十
五
年
（
前212

）
に
建
造
し
た
宮
殿
で
あ
る
。

始
皇
帝
が
先
帝
の
宮
殿
が
狭
い
と
思
い
、
渭
南
の
上
林
苑
の
中
に
朝
宮
を
作
る
こ

と
に
し
た
。
先
に
前
殿
を
作
っ
た
。
東
西
五
百
歩
、
南
北
五
十
丈
あ
り
、
上
に
は

一
万
人
が
座
れ
る
。
前
殿
は
阿
房
と
い
う
山
に
あ
る
た
め
、「
阿
房
宮
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
項
羽
の
軍
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
た
。
そ
の
聳
え
た

建
築
群
の
雄
姿
は
、
杜
牧
之
の
『
阿
房
宮
賦
』
か
ら
想
像
さ
れ
る
。

【
出
典
】

・

・
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三
四

【
作
例
】

「
阿
房
宮
」（『
點
石
齋
叢
畫
』、
光
緒
一
一
年
﹇1885

﹈
序
、
上
海
點
石
齋
書
局

石
印
本
）

「
無
題
」﹇
阿
房
宮
の
大
火
﹈（
中
澤
道
二
翁
閲
『
畫
本
實
語
教
』
巻
一
、
享
和

一
年
﹇1801
﹈
序
、
三
書
房
刊
本
）

あ
ぼ
う
き
ゅ
う
ち
ゅ
う
そ
う
げ
ん
か
れ
い
て
ん
か
の
き
か
ん
、

い
ち
じ
つ
の
う
ち
い
っ
き
ゅ
う
の
あ
い
だ
き
こ
う
ひ
と
し
か
ら

ず
、
さ
ん
ぜ
ん
の
び
じ
ん
よ
そ
お
い
を
こ
ら
し
て
く
ん
お
う
を

む
か
へ
ん
と
す
る
ず
　
阿
房
宮
中
荘
嚴
花
麗
天
下
乃
奇
觀
、
一

日
の
内
一
宮
の
間
氣
候
齊
し
か
ら
ず
、
三
千
の
美
人
粧
を
こ
ら

え
し
て
君
王
を
迎
へ
ん
と
す
る
圖

唐
の
杜
牧
之
の
「
阿
房
宮
賦
」を
図
解
す
る
挿
絵
で
あ
る
。
全
部
で
四
枚
あ
り
、

こ
れ
は
「
其
三
」
で
あ
る
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
阿
房
宮
中
荘
嚴
花
麗
天
下
の
奇
觀
、
一
日
の
内
一
宮
の
間
氣
候
齊
し
か
ら
ず
、

三
千
の
美
人
粧
を
こ
ら
し
て
君
王
を
迎
へ
ん
と
す
る
圖
」﹇
其
三
﹈（
有
臺
藤
應

著
、
旭
輝
齋
畫
『
畫
本
古
文
眞
寳
後
集
』
初
編
巻
二
、
嘉
永
三
年
﹇1850

﹈
玉

山
堂
・
學
而
堂
刊
本
）

↓
「
秦
の
始
皇
、六
國
を
平
呑
し
感
陽
宮
に
諸
侯
乃
朝
賀
を
受
る
圖
」﹇
其
一
﹈、

「
秦
帝
驕
奢
に
長
じ
阿
房
宮
を
建
て
歡
樂
乃
圖
」﹇
其
二
﹈、「
歡
極
て
哀
み
生
ず
、

盛
衰
時
有
り
、
楚
人
の
一
炬
、
阿
房
焦
土
と
な
る
圖
」﹇
其
四
﹈

あ
み
う
ち
の
ず
　
注
網
圖

注
網
は
漁
網
の
一
種
で
、
口
が
小
さ
く
、
中
が
大
き
い
と
い
う
形
の
網
で
あ
る
。

従
っ
て
沢
山
の
魚
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
注
網
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
器
用
五
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609

﹈
刊
本
）

「
注
網
圖
」（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫
府
』巻
六
・
補
遺
、纂
、

明
和
八
年
﹇1771

﹈
寳
文
堂
刻
本
）

あ
め
の
し
ょ
う
き
　
雨
の
鍾
馗

　

↓
「
鍾
馗
」

【
作
例
】

「
雨
の
鍾
馗
」（
鈴
鄰
枩
筆
『
戯
画
抜
粋
一
蝶
畫
譜
』
巻
上
、明
和
七
年
﹇1770

﹈

青
山
堂
蔵
板
）

あ
め
は
や
む
よ
う
り
ん
と
う
と
の
ほ
と
り
　
雨
歇
楊
林
東
渡
頭

唐
の
常じ
ょ
う
け
ん建
の
「
三
日
尋
李
九
荘
」（
三み
っ

日か

、
李り
き
ゅ
う九
の
荘そ
う

を
尋た
ず

ぬ
）
と
い
う
七
言

絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・
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2017年 3 月

三
五

【
作
例
】

「
雨
歇
楊
林
東
渡
頭
」（
明
・
黄
鳳
池
編
『
唐
詩
畫
譜
』、
萬
暦
年
間
﹇1573

〜

1620

﹈
集
雅
齋
刊
本
）

「
雨
歇
楊
林
東
渡
頭
」（
芙
蓉
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』續
編
、寛
政
二
年
﹇1790

﹈

嵩
山
房
刊
本
、
文
化
一
一
年
﹇1814

﹈
再
板
）

あ
や
し
む
し
ょ
う
か
く
と
ざ
し
て
　
怪
来
粧
閣
閉

唐
の
王お
う

維い

の
「
班は
ん
し
ょ
う
よ

婕
妤
」
と
い
う
五
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

↓
班
婕
妤
、
班
女

【
出
典
】・

・

【
作
例
】

「
怪
来
粧
閣
閉
」（
石
峯
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
一
編
、
天
明
八
年
﹇1788

﹈

嵩
山
房
刊
本
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
再
刻
本
）

あ
ら
た
に
た
い
ゆ
う
を
く
わ
え
ら
れ
て
じ
ゅ
は
な
お
こ
う
な
り

新
加
大
邑
綬
仍
黄

唐
の
李り

頎き

の
「
寄

毋
三
」（
き

毋ぶ

三さ
ん

に
寄よ

す
）
と
い
う
七
言
律
詩
を
図
解
す

る
絵
で
あ
る
。

毋
三
（
名
は
潜
、
字
は
季
通
、
一
説
は
孝
通
）
が
宜
寿
（
陝
西

省
周
至
）
の
尉
（
検
察
・
警
察
を
指
揮
す
る
官
職
）
か
ら
集
賢
院
待
制
（
宮
中
の

学
問
所
の
係
）
へ
昇
進
し
た
際
、
作
者
が
贈
っ
た
詩
作
で
あ
る
（
前
野
直
彬
注
解

『
唐
詩
選
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
新
加
大
邑
綬
仍
黄
」（
高
井
蘭
山
先
生
著
、畫
狂
老
人
卍
翁
筆
『
畫
本
唐
詩
選
』

七
編
、
天
保
七
年
﹇1836

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

あ
り
し
ゃ
ろ
　
阿
里
車
盧

阿
里
車
盧
は
皆
山
林
に
住
ん
で
い
る
が
、
城
が
あ
る
。
農
業
に
よ
っ
て
生
計
を

立
て
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
応
天
府
（
江
蘇
省
南
京
）
ま
で
馬
で
行
く
と
、
一
年
間

が
か
か
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
阿
里
車
盧
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
三
巻
、
萬
暦
三

七
年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
阿
里
車
盧
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈

序
、
杏
林
堂
蔵
板
）

「
阿
里
車
盧
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
四
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈

寳
文
堂
刊
本
）

あ
ろ
さ
ん
ど
う
　
阿
盧
三
洞

阿
盧
三
洞
は
雲
南
省
盧
西
県
の
阿
盧
山
に
あ
る
。
三
洞
の
名
称
は
、
昔
は
よ
く

分
ら
な
い
が
、
今
は
瀘
源
洞
、
玉
柱
洞
、
碧
玉
洞
と
い
う
。

【
出
典
】

・

・
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三
六

【
作
例
】

「
阿
盧
三
洞
」（『
名
山
圖
』、
崇
禎
六
年
﹇1633

﹈
墨
繪
斎
刊
本
）

「
阿
盧
三
洞
」（
法
眼
春
卜
一
翁
纂
『
和
漢
雙
玉
丹
青
錦
嚢
』
巻
四
、
寛
延
二
年

﹇1749
﹈
序
、
寶
暦
三
年
﹇1753

﹈
白
雲
館
刊
本
）

あ
ん
え
い
　
晏
嬰

晏
嬰
（
？
〜
前500
）
は
晏
平
仲
の
こ
と
で
あ
り
、
莱
の
夷
維
（
山
東
省
高
密
）

の
人
で
あ
る
。
彼
は
宰
相
と
し
て
斉
の
霊
公
、
荘
公
、
景
公
に
仕
え
て
い
た
。『
晏

子
春
秋
』（
戦
国
時
代
の
人
が
編
集
し
た
晏
嬰
の
語
録
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
晏
子
之
御
者
の
妻
哭
才
に
し
て
夫
を
諌
め
る
圖
」（
橘
有
税
﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈

『
繪
本
寫
寶
袋
』
巻
六
、
享
保
五
年
﹇1720

﹈
稱
觥
堂
板
、
明
和
七
年
﹇1770

﹈

須
原
屋
・
柏
原
屋
再
板
）

「
晏
嬰
」﹇
御
妻
窺
夫
﹈（
中
澤
道
二
翁
閲
『
畫
本
實
語
教
』
巻
一
、
享
和
一
年

﹇1801

﹈
序
、
三
書
房
刻
本
）

あ
ん
え
い
だ
つ
し
ょ
く
　
晏
嬰
脱
粟

晏
嬰
は
斉
国
の
名
宰
相
で
あ
る
。
彼
は
常
に
玄
米
を
食
し
、
味
に
拘
ら
な
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
晏
嬰
脱
粟
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
五
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

あ
ん
き
せ
い
　
安
期
生

安
期
生
は
仙
人
で
、
瑯
邪
阜
郷
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
戦
国
秦
漢
の
間
を
生
き
て

い
た
。
か
つ
て
彼
が
河
上
丈
人
に
師
事
し
て
黄
老
の
学
を
学
び
、
東
海
の
辺
り
で

薬
を
売
っ
て
い
た
。
時
の
人
々
に
「
千
歳
翁
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
秦
の
始
皇
帝

が
東
へ
巡
行
し
た
際
に
、
彼
に
会
い
、
三
日
間
に
わ
た
り
話
し
合
い
、
数
千
万
の

金
や
璧
の
玉
を
賜
っ
た
。
阜
郷
亭
を
出
る
際
に
、
皆
置
い
て
行
っ
た
。
手
紙
一
通

と
赤
玉
舃
一
両
だ
け
を
礼
と
し
て
残
し
た
。
手
紙
に
は
「
千
年
後
、
私
を
蓬
莱
山

ま
で
訪
ね
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
あ
る
。
始
皇
帝
は
早
速
使
者
徐
市
や
盧

生
な
ど
数
百
人
を
派
遣
し
て
海
に
行
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
蓬
莱
山
ま
で
行
け
ず
、

風
に
吹
き
戻
さ
れ
た
。
阜
郷
亭
に
祠
を
建
て
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
祠
は
海
辺
に

十
数
ヵ
所
が
あ
る
と
い
う
。

【
出
典
】
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2017年 3 月

三
七

・

・

【
作
例
】

「
安
期
生
」（
明
・
王
世
貞
撰
『
有
象
列
仙
全
傳
』
巻
二
、萬
暦
二
八
年
﹇1600

﹈

玩
虎
軒
刊
本
）

「
安
期
生
」（
明
・
洪
應
明
撰
『
仙
佛
奇
踪
』
巻
一
、
萬
暦
三
〇
年
﹇1602

﹈
太

和
館
刻
本
）

「
安
期
生
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609

﹈
刊
本
）

「
安
期
生
」（『
任
渭
長
畫
傳
四
種
』
高
士
傳
、
中
国
古
畫
譜
集
成
第
四
巻
、
山

東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

「
安
期
生
」（
林
守
篤
編
述
『
畫
筌
』
巻
四
、
正
徳
二
年
﹇1712
﹈
序
、
享
保
六

年
﹇1721

﹈
保
壽
堂
・
養
心
堂
刻
本
）

「
安
期
生
」（
寂
照
主
人
月
僊
『
列
仙
圖
賛
』
二
、
天
明
四
年
﹇1784
﹈
寂
照
寺

蔵
板
）

「
安
期
生
」（
鍬
形
蕙
斎
『
人
物
略
畫
式
』、文
化
一
〇
年
﹇1813

﹈
春
風
堂
刻
本
）

あ
ん
ぎ
ょ
よ
う
よ
う
　
晏
御
揚
揚

斉
国
の
宰
相
で
あ
る
晏
嬰
（
平
仲
）
の
御
者
が
晏
嬰
の
た
め
に
馬
車
を
意
気

揚
々
に
走
ら
せ
て
、
大
変
満
足
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
御
者
の
妻
が
夫
の
得
意

げ
な
様
子
を
見
て
、
離
婚
す
る
よ
う
迫
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
御
者
は
慎
重
に
行
動

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
晏
嬰
は
不
思
議
に
思
い
、
尋
ね
る
と
、
御
者
は
妻
の
話
を

話
し
た
。
す
る
と
、
晏
嬰
が
彼
を
推
薦
し
て
大
夫
に
な
っ
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
晏
御
揚
揚
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
六
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

↓
「
晏
嬰
」

あ
ん
せ
い
と
ご
の
こ
せ
い
そ
う
　
安
西
都
護
胡
青
驄

唐
の
詩
人
杜と

甫ほ

の
「
高こ
う

都と

護こ
そ
う

馬ば

行こ
う

」
と
い
う
七
言
古
詩
を
図
解
す
る
絵
で
あ

る
。
高
都
護
と
は
唐
代
の
名
将
で
あ
る
高
仙
芝
の
こ
と
で
あ
る
。
都
護
と
は
官
職

で
あ
る
。
作
者
は
高
仙
芝
が
安
西
（
新
疆
ウ
ィ
グ
ル
自
治
区
）
に
赴
任
す
る
際
、

贈
っ
た
詩
作
で
あ
る
。「

馬
行
」
は
楽
府
の
題
名
で
あ
る
（
前
野
直
彬
注
解
『
唐

詩
選
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
安
西
都
護
胡
青

」（
高
井
蘭
山
著
、
翠
渓
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
五
編
、
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三
八

天
保
三
年
﹇1832

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

あ
ん
だ
ば
ん
こ
く
　
晏
陀
蠻
國

晏
陀
蠻
国
は
不
詳
で
あ
る
。『
三
才
図
会
』
に
よ
る
と
は
周
囲
七
千
里
あ
り
、

人
々
は
体
が
黒
漆
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
が
山
蠻
と
呼
ば
れ
、
食
人
の
風
習
が
あ

る
と
い
う
。

【
出
典
】・

【
作
例
】

「
晏
陀
蠻
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
二
巻
、
萬
暦
三

七
年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
晏
陀
蠻
國
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈

序
、
杏
林
堂
蔵
板
）

「
晏
陀
蠻
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈

寳
文
堂
刊
本
）

あ
ん
へ
い
ち
ゅ
う
、
そ
に
つ
か
い
し
て
せ
い
を
は
ず
か
し
め
ざ
る
ず

晏
平
仲
、
楚
に
使
し
て
齊
を
辱
し
め
ざ
る
圖

晏
子
が
使
節
と
し
て
楚
国
に
行
っ
た
。
楚
の
人
が
晏
子
の
身
長
が
低
い
た
め
、

わ
ざ
と
正
門
の
そ
ば
の
小
さ
い
門
に
入
ら
せ
る
よ
う
に
誘
導
し
た
。
し
か
し
、
晏

子
が
そ
れ
を
断
わ
り
、「
犬
の
国
に
行
く
な
ら
ば
、
犬
の
門
に
入
る
が
、
い
ま
楚

と
い
う
国
に
来
た
の
で
、
こ
の
犬
の
門
に
入
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
そ

こ
で
、
楚
の
人
が
改
め
て
正
門
に
入
る
よ
う
に
誘
導
し
た
。
晏
子
が
正
門
か
ら
入

り
、
楚
王
に
謁
見
し
た
。
楚
王
が
「
齊
国
に
人
が
い
な
い
か
」
と
尋
ね
た
。
晏
子

が
「
臨
淄
﹇
齊
の
都
﹈
に
三
百
の
村
が
あ
り
、
袂
を
上
げ
る
と
、
陰
と
な
る
。
汗

を
振
る
と
、
雨
と
な
る
。
人
が
込
み
合
う
ほ
ど
い
る
の
に
、
な
ぜ
人
が
い
な
い
と

い
う
の
か
」と
答
え
た
。
王
は
「
し
か
し
な
ぜ
君
を
使
者
と
し
て
派
遣
す
る
の
か
」

と
言
っ
た
。
晏
子
が
「
齊
王
は
使
者
を
任
命
す
る
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
あ
る
。

賢
者
を
使
者
と
し
て
賢
明
な
王
様
の
と
こ
ろ
へ
派
遣
す
る
。
不
肖
の
者
を
使
者
と

し
て
不
肖
の
王
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
派
遣
す
る
。
僕
は
一
番
不
肖
な
の
で
、
直
接
に

楚
に
来
た
わ
け
だ
」
と
答
え
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
晏
平
仲
楚
に
使
し
て
齊
を
辱
し
め
ざ
る
圖
」（
橘
有
税
﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈『
繪

本
寫
寶
袋
』
巻
六
、
享
保
五
年
﹇1720

﹈
稱
觥
堂
板
、
明
和
七
年
﹇1770

﹈
須

原
屋
・
柏
原
屋
再
板
）

あ
ん
ま
　
鞍
馬

人
が
馬
に
乗
っ
て
い
る
絵
で
あ
る
。

【
作
例
】

「
鞍
馬
」﹇
陳
憲
章
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
集
『
畫
史
會
要
』
巻
二
、
寛
延
四
年

﹇1751
﹈
須
原
茂
兵
衛
等
刊
本
）
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2017年 3 月

三
九

い
行

い
い
ん
　
伊
尹

伊
尹
の
名
は
「
阿あ

衡こ
う

」
と
い
い
、
殷
王
朝
の
名
臣
で
あ
る
。
阿
衡
は
出
世
す
る

前
に
、
湯と
う

王
に
遊
説
し
た
い
と
思
う
が
、
な
か
な
か
き
っ
か
け
が
な
い
。
そ
こ
で
、

湯
の
妃
有ゆ
う

莘し
ん

氏
の
家
来
に
な
っ
た
。
彼
は
湯
の
た
め
に
料
理
を
作
っ
た
う
え
、
さ

ら
に
料
理
の
味
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
湯
に
自
分
の
政
見
を
主
張
し
た
。

湯
は
伊
尹
の
こ
と
を
高
く
評
価
し
、
人
を
派
遣
し
て
迎
え
に
行
っ
た
が
、
断
ら
れ

た
。
五
回
目
で
や
っ
と
つ
い
て
き
た
。
湯
は
伊
尹
に
国
政
を
任
せ
た
が
、
し
ば
ら

く
し
て
伊
尹
は
湯
を
離
れ
て
夏か

に
仕
え
た
。
だ
が
、
夏
の
桀け
つ

は
淫
乱
の
う
え
、
暴

虐
で
あ
り
、国
政
が
荒
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、伊
尹
は
ま
た
湯
の
と
こ
ろ
に
戻
っ

た
。
伊
尹
は
『
女
鳩
女
房
』
を
書
き
、
湯
の
賢
臣
で
あ
る
女
鳩
と
女
房
を
賛
美
す

る
と
同
時
に
、
夏
の
桀
を
風
刺
し
た
。
後
に
伊
尹
が
湯
を
補
佐
し
て
、
夏
の
王
朝

を
倒
し
、
殷
の
王
朝
を
作
っ
た
。
湯
が
崩
御
し
た
後
、
伊
尹
は
前
後
太
子
太た
い

丁て
い

、

太
丁
の
弟
外が
い

丙へ
い

帝
、
外
丙
の
弟
中ち
ゅ
う
じ
ん壬
帝
、
太
丁
の
子
で
あ
る
太た
い

甲こ
う

帝
（
後
に

「
太た
い

宗そ
う

」
と
称
す
）、
及
び
太
宗
の
子
で
あ
る
沃よ
く

丁て
い

帝
を
補
佐
し
た
。
沃
丁
帝
が
在

位
中
、
伊
尹
は
亡
く
な
っ
た
。
彼
は
亳は
く

（
安
徽
省
亳
州
）
に
埋
葬
さ
れ
た
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
伊
尹
」（
明
・
天
然
撰
『
歴
代
古
人
像
讃
』、
弘
治
一
一
年
﹇1498

﹈
刊
本
）

「
伊
尹
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
四
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609

﹈
刊
本
）

「
伊
尹
」（
清
・
顧
沅
輯
『
古
聖
賢
像
傳
略
』
巻
一
、
道
光
一
〇
年
﹇1830

﹈
刊

本
）

「
商
書
伊
訓
圖
」（
元
・
王
惲
圖
、
清
・
徐

、
李
文
田
補
圖
『
欽
定
元
王
惲
承

華
事
略
補
圖
』
巻
一
、
光
緒
二
二
年
﹇1896

﹈
刊
本
）

「
伊
尹
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
六
、正
徳
四
年
﹇1714

﹈
稱
觥
堂
刊
本
）

「
伊
尹
之
像
」（
橘
有
税
﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈『
繪
本
寫
寶
袋
』
巻
四
、
享
保
五
年

﹇1720

﹈
稱
觥
堂
板
、
明
和
七
年
﹇1770

﹈
須
原
屋
・
柏
原
屋
再
板
）

「
伊
尹
」（
橘
宗
兵
衛
﹇
有
税
﹈繪
『
繪
本
通
寳
志
』巻
五
上
、享
保
一
四
年
﹇1729

﹈�

稱
觥
堂
板
）

「
伊
尹
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
吉
田
新
兵
衛
・
鹿

島
忠
兵
衛
・
鷲
頭
辰
三
郎
刊
本
）

い
い
ん
ふ
て
い
　
伊
尹
負
鼎

↓
「
伊
尹
」
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四
〇

【
出
典
】

【
作
例
】

「
伊
尹
負
鼎
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
六
、

享
和
元
年
﹇1801
﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

い
う
な
か
れ
し
ゅ
う
こ
う
り
べ
つ
か
た
し
と
　
莫
道
秋
江
離
別
難

唐
の
王お
う
し
ょ
う
れ
い

昌
齡
の
「
重
別
李
評
事
」（
重か
さ

ね
て
李り

評ひ
ょ
う
じ事
に
別わ
か

る
）
の
七
言
絶
句
を

図
解
す
る
絵
で
あ
る
。
評
事
は
大
理
寺
に
属
す
る
刑
事
裁
判
及
び
刑
罰
を
担
当
す

る
官
職
で
あ
る
（
前
野
直
彬
注
解
『
唐
詩
選
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
莫
道
秋
江
離
別
難
」（
芙
蓉
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』續
編
、寛
政
二
年
﹇1790

﹈

嵩
山
房
刊
本
、
文
化
一
一
年
﹇1814

﹈
再
板
）

い
お
う
ぶ
つ
　
韋
應
物

韋
應
物
（737

〜
？
）
は
、
長
安
（
陝
西
省
西
安
）
の
生
ま
れ
で
、
周
の
逍
遥

公
の
末
裔
で
あ
る
。
そ
の
詩
か
ら
み
る
と
、
天
宝
（742

〜756

）
の
頃
、
玄
宗

帝
に
仕
え
遊
幸
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
、
三
衛
郎
（
近
衛
兵
）
を
つ
と
め
た
こ
と

が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
安
禄
山
の
乱
の
後
、
一
時
職
を
失
っ
た
。
建
中
二
年

（781

）、
比
部
外
郎
よ
り

州
刺
史
に
転
出
し
、
後
に
江
州
刺
史
に
転
任
し
た
。

貞
元
（785

〜804

）
の
初
め
頃
、
蘇
州
の
刺
史
に
転
任
し
た
。
辞
め
た
後
も
そ

の
ま
ま
蘇
州
に
住
み
着
い
た
。
し
た
が
っ
て
彼
は
よ
く
「
韋
蘇
州
」と
呼
ば
れ
る
。

韋
應
物
は
高
潔
な
人
で
、
よ
く
香
を
焚
き
床
を
拭
い
て
座
る
。
ご
く
限
ら
れ
た
友

人
と
し
か
付
き
合
わ
な
い
。
そ
の
中
に
は
顧
況
、
劉
長
卿
、
丹
丘
、
秦
系
、
皎
然

と
よ
く
往
来
し
た
。
王
維
、
孟
浩
然
、
柳
宗
元
と
あ
わ
せ
て
「
王
孟
韋
柳
」
と
呼

ば
れ
る
。
ま
た
、
陶
淵
明
と
並
べ
て
「
陶
韋
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
著
書
に
は
『
韋

蘇
州
集
』
が
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
韋
蘇
州
像
」（
清
・
顧
沅
輯
、
孔
継
堯
繪
『
呉
郡
名
賢
圖
傳
讃
』、
道
光
七
年

﹇1827
﹈
序
、
清
・
張
錦
章
刻
本
）

「
韋
應
物
」（
狩
野
探
幽
繪
『
詩
仙
堂
志
』
詩
仙
圖
録
、
萬
治
二
年
﹇1659

﹈
刊

本
）

「
韋
應
物
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
吉
田
新
兵
衛
・

鹿
島
忠
兵
衛
・
鷲
頭
辰
三
郎
刊
本
）
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2017年 3 月

四
一

い
き
や
く
す
さ
ん
ご
の
む
ち
　
遺
却
珊
瑚
鞭

唐
の
崔さ
い

國こ
く

輔ほ

の
「
長
ち
ょ
う
ら
く
し
ょ
う
ね
ん
こ
う

楽
少
年
行
」
と
い
う
五
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

「
長
楽
」
と
は
漢
の
長
楽
宮
の
こ
と
で
、「
少
年
行
」
は
楽
府
の
題
名
で
あ
る
（
前

野
直
彬
注
解
『
唐
詩
選
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
遺
却
珊
瑚
鞭
」（
石
峯
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
一
編
、
天
明
八
年
﹇1788

﹈

嵩
山
房
刊
本
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
再
刻
本
）

い
く
お
う
ざ
ん
　
育
王
山

育
王
山
は
阿
育
王
山
の
こ
と
で
あ
る
。阿
育
王
山
は
浙
江
省
寧
波
の
東
に
あ
り
、

も
と
は
ぼ
う

山ざ
ん

と
い
う
。
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
東
晋
（317

〜420

）
の
頃
、

僧
侶
慧
達
（
本
名
は
劉
薩
訶
）
が
山
頂
に
仏
塔
の
礎
が
見
つ
か
り
、
そ
れ
が
阿
育

王
の
造
っ
た
八
万
四
千
個
の
塔
の
一
つ
を
信
じ
、
寺
を
建
て
た
。
そ
の
た
め
、

山
が
阿
育
王
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
育
王
山
」（
吉
村
周
山
編
『
和
漢
名
筆
畫
寶
』
巻
四
、
明
和
八
年
﹇1771

﹈
弘

文
堂
刊
本
）

い
く
に
ん
か
と
も
に
い
る
し
ゃ
せ
ん
じ
ょ
う
　
幾
人
同
入
謝
宣
城

唐
の
李り

端た
ん

の
「
送
劉
侍
郎
」（
劉り
ゅ
う
じ
ろ
う

侍
郎
を
送お
く

る
）
と
い
う
七
言
絶
句
を
図
解
す

る
絵
で
あ
る
。
侍
郎
は
尚
書
省
内
の
六
つ
の
部
の
次
官
で
あ
る
（
前
野
直
彬
注
解

『
唐
詩
選
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
幾
人
同
入
謝
宣
城
」（
紅
翠
齋
主
人
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
四
編
・
七
言
絶
句
續

編
、
寛
政
五
年
﹇1793

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

い
け
ん
ま
ん
え
い
　
韋
賢
満
籝

前
漢
の
韋
賢
（
前148

〜
前60

）
は
、
字
は
長
孺
と
い
い
、
魯
国
の
鄒
（
山
東

省
鄒
）
の
人
で
あ
る
。
彼
は
『
禮
』
や
『
尚
書
』
に
精
通
し
、
さ
ら
に
『
詩
』
を

教
授
す
る
。
漢
の
宣
帝
（
前74

〜
前49

在
位
）
の
頃
の
宰
相
で
あ
っ
た
が
、
年

配
や
病
気
を
理
由
に
引
退
し
た
。宣
帝
よ
り
黄
金
を
百
斤
贈
ら
れ
た
。故
に
魯
（
山

東
省
）
の
地
方
に
「
子
に
黄
金
を
一
杯
残
す
よ
り
、
一
つ
の
経
書
に
与
え
た
方
が

い
い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

【
出
典
】
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四
二

【
作
例
】

「
韋
賢
満

」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
五
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

い
ご
の
ず
　
囲
碁
圖

【
作
例
】

「
囲
碁
圖
」（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫
府
』
巻
六
・
補
遺
、

明
和
八
年
﹇1771

﹈
寳
文
堂
刻
本
）

十
三
頁
の
「

山
仰
山
摘
茶
問
答
」

い
ざ
ん
こ
う
ざ
ん
て
き
さ
も
ん
ど
う
　
潙
山
仰
山
摘
茶
問
答

　

↓
「

山
摘
茶
」

【
作
例
】

「

山
仰
山
摘
茶
問
答
」（
某
岡
之
繪
『
繪
圖
の
林
』
巻
下
、元
禄
二
年
﹇1689

﹈

刊
本
）

「

山
仰
山
摘
茶
問
答
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
六
、

文
政
一
年
﹇1818

﹈
平
埜
屋
・
貫
器
堂
等
梓
行
）

い
ざ
ん
こ
べ
い
　
潙
山
擧
米

「

山
擧
米
」
は
禅
宗
の
公
案
の
一
つ
で
あ
る
。
慶
諸
禅
師
が

山
禅
師
の
法

会
で
炊
事
係
を
し
た
際
、
あ
る
日
、

山
は
慶
諸
に
「
施
主
の
も
の
で
す
の
で
、

こ
ぼ
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
慶
諸
は
「
こ
ぼ
し
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

山
は
地
面
か
ら
一
粒
を
拾
い
、「
君
は
こ
ぼ
さ
な
い
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
は
ど

こ
か
ら
来
た
の
で
す
か
」
と
聞
い
た
。
慶
諸
は
無
言
で
あ
っ
た
。

山
は
さ
ら
に

言
っ
た
。「
こ
の
一
粒
を
軽
く
見
な
い
で
く
だ
さ
い
。
千
万
の
粒
が
こ
の
一
粒
か

ら
生
ま
れ
る
の
で
す
」
と
。
慶
諸
が
「
千
万
の
粒
が
こ
の
一
粒
か
ら
生
ま
れ
る
な

ら
ば
、
こ
の
一
粒
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
問
い
か
け
た
。
す

る
と
、

山
が
大
笑
い
し
な
が
ら
方
丈
に
戻
っ
た
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題

綜
覧
』
参
照
）

【
出
典
】

・

い
ざ
ん
ぜ
ん
じ
　
潙
山
禪
師

山
禅
師
は

山
霊
祐
の
こ
と
で
あ
る
。
百
丈
禅
師
の
法
嗣
で
あ
る
。

山
禅

師
は
も
と
も
と
趙
と
い
う
姓
で
、
福
州
長
谿
の
人
で
あ
る
。
彼
は
十
五
歳
の
時
に

地
元
の
建
善
寺
に
出
家
し
た
。
二
十
三
歳
の
時
に
江
西
に
周
遊
し
、
百
丈
禅
師
に

参
し
弟
子
と
な
っ
た
。
唐
の
大
中
七
年
（853

）
正
月
九
日
に
亡
く
な
り
、
八
十

三
歳
で
あ
っ
た
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
照
）

【
出
典
】

・
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三

い
ざ
ん
だ
い
え
ん
ぜ
ん
じ
　
潙
山
大
圓
禅
師

　

↓
「

山
禅
師
」

い
ざ
ん
て
き
さ
　
潙
山
摘
茶

山
摘
茶
は
禅
宗
の
公
案
の
一
つ
で
あ
る
。

山
禅
師
と
仰
山
禅
師
と
の
や
り

と
り
で
あ
る
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
照
）

【
出
典
】

・

【
作
例
】

　

↓
「

山
仰
山
摘
茶
問
答
」

い
ざ
ん
て
き
び
ん
　
潙
山
踢
瓶

　

↓
「
霊
祐

瓶
」

い
し
ば
し 

石
橋

石
橋
が
趙
州
（
河
北
省
趙
県
）
に
あ
る
。
そ
の
石
橋
は
極
め
て
高
い
。
遠
く
か

ら
見
る
と
、
月
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
は
長
い
虹
が
山
の
間
を
跨
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。橋
の
両
側
は
欄
が
あ
り
、皆
獅
子
の
石
彫
で
あ
る
。龍
朔
（661

〜663

）
の
頃
、
が
二
匹
の
獅
子
が
高
麗
の
間
諜
に
盗
み
取
ら
れ
て
い
た
。
後
に

匠
に
作
り
な
お
し
て
も
ら
っ
た
が
、
も
と
の
姿
に
戻
れ
な
か
っ
た
。
則
天
武
后

（
周
、684

〜705

在
位
）
の
大
足
（701

〜704

）
の
頃
、
黙
啜
が
趙
国
を
破
り
、

趙
州
と
定
め
た
。
敵
が
南
へ
行
こ
う
と
、
石
橋
に
至
っ
た
が
、
馬
が
跪
い
て
進
ま

な
い
。
橋
の
上
に
臥
せ
て
い
た
青
龍
が
勇
み
立
っ
て
勢
く
吠
え
た
。
す
る
と
敵
が

逃
げ
去
っ
た
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
石
橋
圖
」（
唐
・
張
萱
繪
、
宋
・
郭
若
虚
撰
『
圖
畫
見
聞
志
』
巻
五
）

「
石
橋
」（
法
眼
春
卜
一
翁
纂
『
和
漢
雙
玉
丹
青
錦
嚢
』巻
四
、寛
延
二
年
﹇1749

﹈

序
、
寶
暦
三
年
﹇1753

﹈
白
雲
館
刻
本
）

い
す
い
と
う
り
ゅ
う
し
さ
る
　
渭
水
東
流
去

唐
の
岑し
ん

参じ
ん

の
「
見
渭
水
思
秦
川
」（
渭い

水す
い

を
見み

て
秦し
ん

川せ
ん

を
思お
も

う
）
と
い
う
五
言

絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。
渭
水
は
川
の
名
前
で
あ
る
。
秦
川
は
西
安
を
含
む

平
野
地
帯
で
あ
る
（
前
野
直
彬
注
解
『
唐
詩
選
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
渭
水
東
流
去
」（
石
峯
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
一
編
、
天
明
八
年
﹇1788

﹈

嵩
山
房
刊
本
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
再
刻
本
）

い
す
い
は
お
の
ず
か
ら
し
ん
さ
い
を
め
ぐ
っ
て
ま
が
り
　
渭
水
自

縈
秦
塞
曲

唐
の
李ち
ょ
うの
「
奉
和
聖
製
従
蓬
莱
向
興
慶
閣
道
中
留
春
雨
中
春
望
之
作
応
制
」
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四

（
聖せ
い

製せ
い

の
「
蓬ほ
う

莱ら
い

従よ

り
興こ
う

慶け
い

に
向む
か

う
閣か
く
ど
う
ち
ゅ
う

道
中
に
て
留
り
ゅ
う
し
ゅ
ん
春
、
雨う
ち
ゅ
う
し
ゅ
ん
ぼ
う

中
春
望
」
の
作さ
く

に
和わ

し
奉
た
て
ま
つる　

応お
う

制せ
い

）
と
い
う
七
言
律
詩
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
渭
水
自
縈
秦
塞
曲
」（
高
井
蘭
山
先
生
著
、畫
狂
老
人
卍
翁
筆
『
畫
本
唐
詩
選
』

七
編
、
天
保
七
年
﹇1836

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

い
す
い
り
え
ん
　
渭
水
離
筵

「
渭
水
」
は
「
易
水
」
の
間
違
い
で
あ
る
。
渭
水
は
陝
西
省
の
中
部
に
あ
り
、

黄
河
の
支
流
で
あ
る
。
易
水
は
今
日
河
北
省
の
西
部
に
あ
る
。「
渭
水
離
筵
」
は

燕
国
の
太
子
丹
が
荊
軻
を
見
送
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
易
水

で
別
れ
た
場
面
で
あ
る
。

　

↓
「
易
水
惜
別
」

い
ず
れ
の
と
こ
ろ
よ
り
し
ゅ
う
ふ
う
い
た
り
　
何
處
秋
風
至

唐
の
劉り
ゅ
う
う
し
ゃ
く

禹
錫
の
「
秋し
ゅ
う
ふ
う
い
ん

風
引
」
と
い
う
五
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
何
處
秋
風
至
」（『
百
人
一
詩
畫
譜
』、
安
永
三
年
﹇1774

﹈
有
斐
堂
・
玉
樹
堂

原
刻
、
寛
政
六
年
﹇1794

﹈
再
刻
本
）

「
何
處
秋
風
至
」（
石
峯
先
生
書
画
『
畫
本
唐
詩
選
』、
天
明
八
年
﹇1788

﹈
嵩

山
房
原
刻
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
再
刻
本
）

い
ず
れ
の
と
し
か
こ
こ
と
う
　
何
年
顧
虎
頭

唐
の
杜と

甫ほ

の
「
題
玄
武
禅
師
屋
壁
」（
玄げ
ん

武ぶ

禅ぜ
ん

師じ

の
屋お
く

壁へ
き

に
題だ
い

す
）
と
い
う
五

言
律
詩
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
何
年
顧
虎
頭
」（
高
田
圓
乗
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
三
編
、
寛
政
三
年
﹇1791

﹈

嵩
山
房
刊
本
）

い
せ
き
い
っ
ぱ
い
　
伊
籍
一
拜

伊
籍
（
生
卒
不
詳
）
は
、
字
は
機
伯
と
い
い
、
山
陽
（
山
東
省
済
寧
）
の
人
で

あ
る
。
若
い
頃
、
彼
は
同
郷
の
劉
表
に
頼
っ
て
仕
え
て
い
た
が
、
劉
表
が
死
ん
だ

後
、
劉
備
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
劉
備
は
益
州
（
四
川
省
成
都
）
を
支
配
下

に
す
る
と
、
伊
籍
を
孫
権
の
と
こ
ろ
に
遣
っ
た
。
伊
籍
は
孫
権
に
会
う
と
、
一
通

り
拝
礼
を
し
た
。
孫
権
は
「
あ
な
た
は
無
道
の
君
主
の
た
め
に
苦
労
し
て
い
る
か
」

と
嘲
笑
し
た
。
伊
籍
は
「
一
通
り
拝
礼
し
て
苦
労
と
は
言
え
な
い
」
と
機
知
に
言

い
返
し
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
伊
籍
一
拜
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
九
、
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四
五

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

い
せ
ん
せ
ん
せ
い
　
伊
川
先
生

　

↓
「
程
伊
川
」

い
せ
ん
ば
い
り
ょ
う
　
伊
川
涪
陵

程
伊
川
が
船
で

陵
（
重
慶
市
）
に
行
く
途
中
、
川
の
流
れ
の
激
し
い
と
こ
ろ

を
通
り
か
か
っ
た
際
、
船
中
の
人
々
は
皆
大
変
不
安
で
あ
っ
た
が
、
伊
川
だ
け
は

落
ち
着
い
て
動
か
な
か
っ
た
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
照
）

【
出
典
】

い
せ
ん
も
ん
せ
つ
　
伊
川
門
雪

遊
酢
、
楊
時
は
伊
川
先
生
の
弟
子
で
あ
る
。
あ
る
日
、
二
人
が
先
生
に
伺
っ
た

が
、先
生
が
案
に
伏
し
て
眠
っ
て
い
る
の
で
、二
人
は
敢
え
て
入
ら
ず
、外
で
待
っ

て
い
た
。
そ
の
時
、
雪
が
降
っ
て
お
り
、
一
尺
余
り
も
積
も
っ
た
。（
金
井
紫
雲

編
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
照
）

【
出
典
】

・

い
ち
い
　
一
葦

「
一
葦
」
と
い
う
言
葉
は
『
詩
経
』
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
唐
の
孔
穎
達

の
注
釈
（
正
義
）
に
よ
る
と
、「
一
葦
」
と
は
一
本
の
葦
で
は
な
く
、
一
束
の
葦

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
筏
の
よ
う
で
川
に
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。

【
出
典
】

□

・

　

↓
「
達
磨
」

い
ち
い
だ
る
ま
　
一
葦
達
磨

　

↓
「
一
葦
」、「
達
磨
」

【
作
例
】

「
一
葦
達
磨
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
六
、
貞
享
四
年

﹇1687

﹈
平
埜
屋
・
貫
器
堂
等
梓
行
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）

「
一
葦
達
磨
」（
某
岡
之
繪
『
繪
圖
の
林
』
巻
下
、
元
禄
二
年
﹇1689

﹈
刊
本
）

い
ち
が
ん
の
か
め
　
一
眼
之
龜

仏
教
の
話
で
あ
る
。
一
眼
の
亀
は
両
目
が
な
く
、
腹
に
一
つ
の
目
が
あ
る
と
い

う
。

【
出
典
】・
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【
作
例
】

「
一
眼
之
亀
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
四
、
貞
享
四
年

﹇1687

﹈
平
埜
屋
・
貫
器
堂
等
梓
行
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）

い
ち
が
ん
れ
ん
え
い
を
す
ぎ
　
一
雁
過
連
営

唐
の
儲ち
ょ

光こ
う

羲ぎ

の
「
関か
ん

山ざ
ん

月げ
つ

」
と
い
う
五
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
一
雁
過
連
営
」（『
百
人
一
詩
畫
譜
』、
安
永
三
年
﹇1774
﹈
有
斐
堂
・
玉
樹
堂

原
刻
、
寛
政
六
年
﹇1794

﹈
再
刻
本
）

「
一
雁
過
連
営
」（
石
峯
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
一
編
、
天
明
三
年
﹇1788

﹈

嵩
山
房
刊
本
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
再
刻
本
）

い
ち
け
い
と
く
　
尉
遅
敬
徳

尉
遅
敬
徳
（585

〜658

）
は
、
名
が
恭
、
字
が
行
と
い
い
、
朔
州
善
陽
（
山

西
省
朔
）
の
人
で
あ
る
。
大
業
（605

〜617

）
の
末
に
朝
散
大
夫
で
あ
っ
た
。

後
に
唐
に
投
降
し
た
。
唐
の
太
宗
は
右
一
府
統
軍
に
抜
擢
し
、
功
績
が
あ
っ
て
鄂

国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
貞
観
元
年
（627

）
に
尉
遅
敬
徳
は
右
武
侯
大
将
軍
を
拝

命
し
、
呉
国
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
顕
慶
三
年
（658

）
に
亡
く
な
り
、
七
十
四
歳

で
あ
っ
た
。
諡
は
忠
武
と
い
い
、
昭
陵
に
陪
葬
さ
れ
た
。

【
出
典
】・

【
作
例
】

「
尉
遅
敬
徳
」（
明
・
天
然
撰
『
歴
代
古
人
像
讃
』、弘
治
一
一
年
﹇1498

﹈
刊
本
）

「
尉
遅
敬
徳
像
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
六
巻
、
萬
暦
三

七
年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
尉
遅
恭
」（
清
・
顧
沅
撰
『
古
聖
賢
像
傳
略
』、
道
光
一
〇
年
﹇1830

﹈
刊
本
）

「
尉
遅
敬
徳
」（
法
眼
周
山
編
『
和
漢
名
筆
畫
英
』
巻
一
、寛
延
二
年
﹇1749

﹈
序
、

寛
延
三
年
﹇1750
﹈
西
村
源
六
・
渋
川
清
右
衛
門
刊
本
）
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四
七

い
ち
げ
つ
さ
ん
し
ゅ
う
　
一
月
三
舟

三
隻
の
舟
が
異
な
る
方
向
か
ら
月
を
見
る
絵
で
あ
る
。
去
来
生
滅
の
な
い
佛
の

法
身
を
見
る
に
、
衆
生
が
そ
の
機
根
に
よ
っ
て
差
別
の
念
を
い
だ
く
こ
と
の
た
と

え
で
あ
る
（
大
修
館
書
店
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』
参
照
）。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
一
月
三
舟
」（『
點
石
齋
叢
畫
』、
光
緒
一
一
年
﹇1885

﹈
序
、
上
海
点
石
齋
書

局
石
印
本
）

「
一
月
三
舟
」（
大
原
民
聲
編
、
浅
野
思
成
筆
『
名
数
畫
譜
』
天
、
文
化
六
年

﹇1809

﹈
序
、
南
嶺
館
蔵
本
）

い
ち
げ
つ
に
し
ゅ
じ
ん
わ
ら
う
こ
と
い
く
た
び
ぞ
　
一
月
主
人

笑
幾
回

唐
の
崔さ
い

敏び
ん

童ど
う

の
「
宴
城
東
荘
」（
城じ
ょ
う
と
う東
の
荘そ
う

に
宴え
ん

す
）
と
い
う
七
言
絶
句
を
図

解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
一
月
主
人
笑
幾
回
」（
紅
翠
齋
主
人
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
四
編
・
七
言
絶
句
續

編
、
寛
政
五
年
﹇1793

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

い
ち
じ
ょ
う
せ
い
こ
さ
ん
じ
ょ
う
　
一
丈
青
扈
三
娘

扈
三
娘
は
『
水
滸
伝
』
の
豪
傑
の
一
人
で
あ
る
。
綽
名
は
「
一
丈
青
」
と
い
う
。

彼
女
は
扈
家
荘
の
荘
主
扈
太
公
の
娘
で
あ
る
。
後
に
梁
山
泊
に
入
っ
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
一
丈
青
扈
三
娘
」（
明
・
陳
洪
綬
繪
『
水
滸
葉
子
』、
明
末
刊
本
）

「
一
丈
青
単
捉
王
矮
虎
」（
一
百
回
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』
第
四

十
八
回
、
萬
暦
三
八
年
﹇1610

﹈
容
與
堂
刊
本
）

「
王
英
・
扈
三
娘
」（『
水
滸
全
圖
』
不
分
巻
、
清
刊
本
）

「
一
丈
青
扈
三
娘
」（
葛
飾
前
北
斎
爲
一
筆
『
繪
本
水
滸
傳
』、
文
政
一
二
年

﹇1829

﹈
序
、
萬
極
堂
梓
）

「
一
丈
青
扈
三
娘
」（
仮
名
垣
魯
文
標
記
、一
雲
斎
国
久
畫
『
肖
像
水
滸
銘
々
傳
』

前
編
下
、
弘
化
五
年
﹇1848

﹈
不
朽
堂
刻
本
）

い
ち
だ
ん
わ
き
　
一
團
和
氣

「
一
団
和
気
」
は
宋
の
二
程
の
一
人
で
あ
る
程
顥
（
明
道
）
の
様
子
を
形
容
す

る
言
葉
で
あ
る
。
明
代
の
皇
帝
朱
見
深
が
皇
室
の
団
結
を
呼
び
か
け
る
た
め
に
、

「
一
団
和
気
」の
絵
を
描
か
せ
た
と
い
う
。そ
れ
は
後
に
中
国
年
画
の
画
題
と
な
り
、

と
り
わ
け
蘇
州
桃
花
塢
年
畫
「
一
団
和
気
」
の
濫
觴
と
な
っ
た
。

【
出
典
】

・

�����
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四
八

【
作
例
】

「
一
團
和
氣
」（『
蘇
州
桃
花
塢
木
版
年
畫
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
・
香
港
嘉
賓
出

版
社1991
年
）

「
一
團
和
氣
」（
大
原
民
聲
編
、
浅
野
思
成
筆
『
名
数
畫
譜
』
天
、
文
化
六
年

﹇1809

﹈
序
刊
本
、
南
嶺
館
蔵
本
）

い
ち
ね
ん
さ
ん
し
ゅ
う
　
一
年
三
秀

「
一
年
三
秀
」
は
霊
芝
の
絵
で
あ
る
。「
九
茎
呈
瑞
美
、
三
秀
擅
英
奇
」
に
由
来

す
る
。

【
作
例
】

「
芝
九
茎
」（
明
・
程
大
約
撰
『
程
氏
墨
苑
』
巻
八
、
萬
暦
二
二
年
〜
三
七
年

﹇1594

〜1609

﹈
刊
本
）

い
ち
ね
ん
は
じ
め
て
い
ち
ね
ん
の
は
る
あ
り
　
一
年
始
有
一
年
春

唐
の
崔さ
い

敏び
ん

童ど
う

の
「
宴
城
東
荘
」（
城じ
ょ
う
と
う東
の
荘そ
う

に
宴え
ん

す
）
と
い
う
七
言
絶
句
を
図

解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
一
年
始
有
一
年
春
」（
紅
翠
齋
主
人
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
四
編
・
七
言
絶
句
續

編
、
寛
政
五
年
﹇1793

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

い
ち
も
く
こ
く
　
一
目
國

一
目
国
は
伝
説
の
国
で
あ
る
。『
山
海
経
』
に
よ
る
と
、
そ
の
国
が
鍾
山
（
一

説
は
北
海
の
外
）
に
あ
る
。
そ
こ
の
人
は
一
つ
の
目
し
か
な
い
が
、
顔
の
真
ん
中

に
あ
る
、
手
足
は
皆
揃
っ
て
い
る
と
い
う

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
一
目
國
」（
馬
昌
儀
撰
『
古
本
山
海
經
圖
説
』
巻
八
・
海
外
北
經
、
山
東
畫
報

出
版
社
、2001

年
）

「
一
目
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
三
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
一
目
國
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
一
目
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

い
ち
ろ
　
一
路

一
羽
の
鷺
の
図
で
あ
る
。
鷺
の
中
国
語
の
発
音
は
「��

」
で
、
路
と
同
じ
発
音

で
あ
る
。「
一
鷺
」
は
「
一
路
」
の
語
呂
合
わ
せ
で
あ
る
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋

畫
題
綜
覧
』
参
照
）

い
ち
ろ
え
い
か
　
一
路
榮
華

一
羽
の
鷺
に
芙
蓉
の
図
で
あ
る
。
人
生
が
い
つ
も
栄
華
富
貴
の
生
活
を
送
る
こ

と
に
な
ぞ
ら
え
る
。
鷺
の
中
国
語
の
発
音
は
「
路
」
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
蓉

の
中
国
語
の
発
音
は
「��	�

」
で
、「
栄
」
と
同
じ
発
音
で
あ
る
。
花
は
「��ā

」

の
発
音
で
、華
「���

」
と
声
調
が
異
な
る
も
の
の
、基
本
的
に
は
同
じ
発
音
あ
る
。

す
な
わ
ち
一
羽
の
鷺
は
「
一
路
」、芙
蓉
の
花
は
「
栄
華
」
の
語
呂
合
わ
せ
で
あ
る
。

（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
照
）
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四
九

い
ち
ろ
こ
う
み
ょ
う
　
一
路
功
名
圖

一
羽
の
鷺
が
大
空
を
飛
び
な
が
ら
、
高
鳴
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
鷺
の
中
国

語
の
発
音
は
「
路
」
と
同
じ
発
音
で
あ
る
。
故
に
「
人
生
の
旅
で
は
一
路
昇
進
、

順
風
満
帆
」
の
意
味
で
あ
る
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
照
）

【
作
例
】

「
一
路
功
名
圖
」（
大
原
民
聲
編
、
浅
野
思
成
筆
『
名
数
畫
譜
』
天
、
文
化
六
年

﹇1809

﹈
序
、
南
嶺
館
蔵
本
）

い
ち
ろ
へ
い
あ
ん
　
一
路
平
安

一
羽
の
鷺
に
竹
の
図
で
あ
る
。
人
生
が
平
安
で
、
無
事
に
送
る
こ
と
に
な
ぞ
ら

え
る
。
鷺
の
中
国
語
の
発
音
は
「��

」
で
あ
り
、
路
と
同
じ
発
音
で
あ
る
。
竹
は

平
安
の
意
味
が
あ
る
。（
金
井
紫
雲
編
『
東
洋
畫
題
綜
覧
』
参
照
）

【
出
典
】

。

言
、
北
都
惟

有
竹
一
窠
、
纔
長
數
尺
。
相
傳
其
寺
綱

維
、
每
日
報
竹
平
安
。（
唐
・
段
成
式
撰
『
酉
陽
雜
俎
』
續
集
卷
十
）

い
っ
か
く
せ
ん
に
ん
　
一
角
仙
人

一
角
仙
人
は
ま
た
独
角
仙
人
と
も
い
う
。
鹿
が
波
羅
奈
国
の
仙
人
の
精
液
を
飲

み
、
妊
娠
し
て
一
角
仙
人
を
生
ん
だ
。
頭
に
一
角
が
あ
る
た
め
、
一
角
仙
人
と
呼

ば
れ
る
。
一
角
仙
人
が
生
ま
れ
た
後
、
波
羅
奈
国
の
仙
人
は
彼
を
引
き
取
り
、
育

て
た
。
一
角
仙
人
は
一
生
懸
命
に
勉
強
し
、
十
八
種
の
経
典
に
精
通
し
た
。
あ
る

時
、
山
登
り
を
し
た
際
、
大
雨
が
降
っ
た
。
足
が
鹿
に
似
て
い
る
た
め
、
滑
り
や

す
く
怪
我
を
し
た
。
そ
こ
で
腹
が
立
っ
て
十
二
年
間
雨
が
降
ら
な
い
よ
う
に
呪
っ

た
。
結
局
干
ば
つ
を
招
き
、
人
民
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
。
波
羅
奈
国
王
が
憂

愁
懊
悩
に
陥
り
、
解
決
で
き
な
い
人
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
扇
陀
と
い
う
淫
女
が

応
募
し
、
歓
喜
丸
と
美
酒
を
持
っ
て
一
角
仙
人
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
。
扇
陀
は
一

角
仙
人
に
歓
喜
丸
と
美
酒
を
飲
ま
せ
、
柔
ら
か
い
皮
膚
に
触
ら
せ
、
淫
乱
の
気
持

ち
を
起
こ
さ
せ
て
、
一
角
仙
人
の
神
通
力
を
失
く
し
た
。
す
る
と
、
雨
が
七
日
間

降
り
続
い
た
。
後
に
一
角
仙
人
は
反
省
し
、
山
に
戻
り
、
修
行
を
続
け
て
前
の
神

通
力
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
る
。

【
出
典
】
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五
〇

・

【
作
例
】

「
一
角
仙
人
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
三
、
貞
享
四
年

﹇1687

﹈
平
埜
屋
・
貫
器
堂
等
梓
行
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）

「
一
角
仙
人
」﹇
探
幽
守
信
筆
﹈（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫

府
』
巻
四
、
明
和
八
年
﹇1771

﹈
寶
文
堂
刊
本
）

い
っ
か
だ
る
ま
　
一
華
達
磨

「
一
華
達
磨
」
は
達
磨
が
二
祖
慧
可
に
残
し
た
偈
語
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
「
華
」
は
「
花
」
の
こ
と
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
一
華
達
磨
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
六
、
貞
享
四
年

﹇1687

﹈
平
埜
屋
・
貫
器
堂
等
梓
行
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）

い
っ
か
ん
な
ん
の
さ
い
わ
い
か
と
き
を
同
じ
ゅ
う
す
る
を
え
た

る
　
一
官
何
幸
得
同
時

唐
の
包ほ
う

何か

の
「
寄
楊
侍
郎
」（
楊よ
う

侍じ

郎ろ
う

に
寄よ

す
）
と
い
う
七
言
絶
句
を
図
解
す

る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
一
官
何
幸
得
同
時
」（
紅
翠
齋
主
人
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
四
編
・
七
言
絶
句
續

編
、
寛
政
五
年
﹇1793

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

い
っ
き
に
が
ん
　
一
亀
二
雁

「
一
亀
二
雁
」
は
仏
教
に
お
け
る
寓
言
の
一
つ
で
あ
る
。
二
羽
の
雁
が
一
匹
の

亀
と
親
友
で
あ
る
。
亀
が
住
ん
で
い
る
池
の
水
が
枯
れ
た
た
め
、
二
羽
の
雁
は
亀

に
木
の
枝
を
銜
え
さ
せ
て
、
二
羽
の
雁
が
枝
の
両
端
を
銜
え
て
亀
を
水
の
多
い
と

こ
ろ
に
運
ぼ
う
と
し
た
。
枝
を
加
え
る
間
に
く
れ
ぐ
れ
も
話
を
し
な
い
よ
う
に
と

亀
に
注
意
し
た
。
途
中
、子
供
た
ち
が
そ
れ
を
見
て
「
雁
が
亀
を
銜
え
て
行
っ
た
。

雁
が
亀
を
銜
え
て
行
っ
た
」
と
言
う
。
亀
は
腹
が
立
ち
、「
あ
な
た
た
ち
と
関
係

な
い
」
と
言
っ
た
途
端
に
、
空
か
ら
地
面
に
落
ち
て
即
死
し
た
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
一
亀
二
雁
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
二
、
貞
享
四
年

﹇1687

﹈
平
埜
屋
・
貫
器
堂
等
梓
行
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）
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五
一

い
っ
き
ょ
く
の
り
ょ
う
し
ゅ
う
き
ん
せ
き
き
よ
し
　
一
曲
涼
州

金
石
清

唐
の
張
ち
ょ
う
き
ょ
う
喬
の
「
宴
辺
将
」（
辺へ
ん
し
ょ
う将
を
宴え
ん

す
）
と
い
う
七
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵

で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

・

【
作
例
】

「
一
曲
涼
州
金
石
清
」（
紅
翠
齋
主
人
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
四
編
・
七
言

句
續

編
、
寛
政
五
年
﹇1793

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

い
っ
こ
う
き
ゅ
う
だ
い
　
一
甲
及
第

一
匹
の
蟹
が
蘆
に
く
っ
付
い
て
い
る
図
で
あ
る
（
金
井
紫
雲
撰
『
東
洋
画
題
綜

覧
』）。
甲
は
蟹
の
こ
と
で
あ
る
。
故
に
「
一
甲
」
は
一
匹
の
蟹
の
こ
と
で
あ
る
。

中
国
の
科
挙
試
験
で
は
進
士
に
合
格
し
た
前
三
名
は
一
甲
と
い
う
。
す
な
わ
ち
状

元
（
第
一
名
）、
榜
眼
（
第
二
名
）、
探
花
（
第
三
名
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
っ
し
　
一
指

　

↓
「
倶
胝
竪
指
」

い
っ
し
か
さ
い
け
い
　
一
枝
花
蔡
慶

蔡
慶
は
『
水
滸
伝
』
の
中
の
一
人
の
豪
傑
で
、
綽
名
は
「
一
枝
花
」
と
い
う
。

鉄
臂
膊
蔡
福
の
弟
で
あ
る
。
後
に
二
人
が
と
も
に
梁
山
泊
に
入
っ
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
花
蔡
慶
」（
清
・
陸
謙
畫
『
天

地

圖
』
不
分
巻
、
天
保
六
年
﹇1835

﹈
和

刻
本
）

「
一
枝
花
蔡
慶
」（
葛
飾
前
北
斎
爲
一
筆
『
繪
本
水
滸
傳
』、文
政
一
二
年
﹇1829

﹈

序
、
萬
極
堂
梓
）

「
一
枝
花
蔡
慶
」（
仮
名
垣
魯
文
標
記
、
一
雲
斎
国
久
畫
『
肖
像
水
滸
銘
々
傳
』

前
編
下
、
弘
化
五
年
﹇1848

﹈
不
朽
堂
刻
本
）

い
っ
し
だ
る
ま
　
一
指
達
磨

【
作
例
】

「
一
指
達
磨
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
六
、
貞
享
四
年

﹇1687

﹈
平
埜
屋
・
貫
器
堂
等
梓
行
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）

「
一
指
達
磨
」（
某
岡
之
繪
『
繪
圖
の
林
』
巻
下
、
元
禄
二
年
﹇1689

﹈
刊
本
）

い
っ
し
の
の
う
え
ん
つ
ゆ
こ
う
を
こ
ら
す
　
一
枝
濃
艶
露
凝
香

唐
の
李り

白は
く

の
「
清せ
い
へ
い
ち
ょ
う
し

平
調
詞
二
」
と
い
う
七
言
絶
句
の
中
の
一
首
を
図
解
す
る
絵

で
あ
る
。
清
平
調
は
楽
府
の
題
名
の
一
つ
で
あ
る
。

【
出
典
】

一
枝
濃
艷
露
凝
香
、
雲
雨
巫
山
枉
斷
腸
。
借
問
漢
宮
誰
得
似
、
可
憐
飛
燕
倚
新

粧
。（
李
白
「
清
平
調
詞
二
」、明
・
李
攀
龍
編
『
唐
詩
選
』
卷
七
・
七
言

句
）

【
作
例
】

「
一
枝
濃
艶
露
凝
香
」（
芙
蓉
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』續
編
、寛
政
二
年
﹇1790

﹈

嵩
山
房
刊
本
、
文
化
一
一
年
﹇1805

﹈
再
板
）

い
っ
し
ょ
う
　
一
笑

蘇
東
坡
が
描
い
た
絵
に
、
竹
に
一
匹
の
犬
が
あ
る
と
い
う
。
竹
冠
に
犬
と
い
う

文
字
は
「
笑
」
で
あ
る
た
め
、「
一
笑
」
に
見
立
て
る
。
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五
二

【
作
例
】

「
一
笑
圖
」（
明
・
宣
宗
帝
朱
瞻
基
作
、
ア
メ
リ
カ
・
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
所
蔵
）

「
一
笑
圖
」（
大
原
民
聲
編
、浅
野
思
成
筆
『
名
数
畫
譜
』
天
、文
化
六
年
﹇1809

﹈

序
、
南
嶺
館
蔵
本
）

い
つ
し
ょ
う
け
い
せ
き
　
逸
少
傾
潟

逸
少
は
王
羲
之
の
字
で
あ
る
。
王
羲
之
の
妻
で
あ
る
郗ち

夫
人
が
二
人
の
弟
愔い
ん

と

曇ど
ん

に
「
謝
安
石
、
万
石
兄
弟
が
訪
ね
て
来
た
際
、
王
羲
之
が
食
器
を
全
部
出
し
て

も
て
な
し
た
が
、
あ
な
た
た
ち
が
訪
ね
て
来
た
際
、
特
に
何
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
言
っ
た
。
す
な
わ
ち
王
羲
之
は
親
友
に
一
生
懸
命
に
ご
馳
走
で
も
て
な
す
な
の

に
、
妻
の
弟
た
ち
に
比
較
的
に
冷
た
い
と
い
う
意
味
で
、
王
羲
之
の
人
に
対
す
る

好
き
嫌
い
の
激
し
い
性
格
が
あ
ら
わ
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
逸
少
傾
潟
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
九
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

い
っ
し
ん
け
い
し
ゅ
う
と
な
る
　
一
身
爲
輕
舟

唐
の
常じ
ょ
う
け
ん建の
「
西せ
い
ざ
ん山
」
と
い
う
五
言
古
詩
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

一
身
爲
輕
舟
、
落
日
西
山
際
。
常
隨
去
帆
影
、
遠
接
長
天
勢
。
物
象
歸
餘
清
、

林
巒
分
夕
麗
。
亭
亭
碧
流
暗
、
日
入
孤
霞
繼
。
洲
渚
遠
陰
映
、
湖
雲
尚
明
霽
。

林
昏
楚
色
來
、
岸
遠
荊
門
閉
。
至
夜
轉
清
迴
、
蕭
蕭
北
風
厲
。
沙
邊
雁
鷺
泊
、

宿
處
蒹
葭
蔽
。
圓
月
逗
前
浦
、孤
琴
又
搖
曳
。
冷
然
夜
遂
深
、白
露
沾
人
袂
。（
常

建
「
西
山
」、
明
・
李
攀
龍
編
『
唐
詩
選
』
卷
一
）

【
作
例
】

「
一
身
爲
輕
舟
」（
高
井
蘭
山
著
、
翠
渓
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
五
編
、
天
保

三
年
﹇1832

﹈
嵩
山
房
刊
本
）

い
っ
ぴ
こ
く
　
一
臂
國

一
臂
國
は
伝
説
の
国
で
あ
る
。『
山
海
経
』
に
よ
る
と
、そ
の
国
は
三
身
国
（
一

説
は
西
海
）
の
北
に
あ
る
。
そ
こ
の
人
は
片
方
の
目
、
鼻
の
穴
、
手
、
足
な
ど
体

の
半
分
し
か
持
っ
て
い
な
い
。
魚
や
鳥
と
似
っ
て
い
る
と
い
う
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
一
臂
國
」（
馬
昌
儀
撰
『
古
本
山
海
經
圖
説
』
巻
七
・
海
外
西
經
、
山
東
畫
報

出
版
社
、2001

年
）

「
一
臂
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
三
巻
、
萬
暦
三
七

年�﹇1609

﹈
刊
本
）

「
一
臂
國
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
一
臂
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳

文
堂
刊
本
）

い
っ
ぴ
ん
だ
い
ふ
　
一
品
大
夫

鶴
と
松
の
絵
で
あ
る
。
鶴
は
一
品
文
官
の
補
服
（
階
級
を
示
す
模
様
の
生
地
が
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五
三

縫
い
付
い
て
い
る
官
服
）
に
あ
る
模
様
で
あ
り
、
松
は
大
夫
の
意
味
で
あ
る
。
秦

の
始
皇
帝
が
泰
山
の
松
を
大
夫
に
封
じ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
一
品　

仙
鶴

」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
衣
服
二
巻
、
萬
暦

三
七
年
﹇1609

﹈
刊
本
）

い
っ
ぴ
ん
と
う
ち
ょ
う
の
ず
　
一
品
當
朝
圖

明
・
清
両
朝
の
一
品
文
官
の
場
合
、
補
服
の
前
後
に
鶴
の
刺
繍
が
あ
る
。
一
品

の
文
官
は
皇
帝
の
重
臣
で
あ
り
、
朝
廷
の
日
常
政
務
を
処
理
す
る
立
場
に
あ
る
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
一
品
當
朝
」（『
點
石
齋
叢
畫
』、
光
緒
一
一
年
﹇1885

﹈
序
、
上
海
点
石
齋
書

局
石
印
本
）

「
一
品
當
朝
圖
」（
大
原
民
聲
編
、
浅
野
思
成
筆
『
名
数
畫
譜
』
天
、
文
化
六
年

﹇1809

﹈
序
、
南
嶺
館
蔵
本
）

い
ば
し
ん
え
ん
の
ず
　
意
馬
心
猿
圖

「
意
馬
心
猿
」
は
ま
た
「
心
猿
意
馬
」
と
も
い
う
。
集
中
力
が
な
い
と
い
う
意

味
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

・

・

【
作
例
】

「
意
馬
心
猿
圖
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
二
、
貞
享
四

年
﹇1687

﹈
平
埜
屋
・
貫
器
堂
等
梓
行
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）

い
れ
て
た
に
に
お
お
く
し
ゅ
ん
き
ょ
う
　
入
谷
多
春
興

唐
の
郎ろ
う

士し

元げ
ん

の
「
山
中
即
事
」
と
い
う
五
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
入
谷
多
春
興
」（『
百
人
一
詩
畫
譜
』、
安
永
三
年
﹇1774

﹈
有
斐
堂
・
玉
樹
堂

原
刻
、
寛
政
六
年
﹇1794

﹈
再
刻
本
）
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五
四

い
ん
う
ん
ざ
ん
じ
つ
を
お
ぶ
　
陰
雲
帯
残
日

唐
の
李り

頎き

の
「
奉
送
五
叔
入
京
兼
寄

毋
三
」（
五ご
し
ゅ
く叔
の
京け
い

に
入は
い

る
を
送

り
奉
た
て
ま
つり
、
兼か

ね
て
き

毋ぶ

三さ
ん

に
寄よ

す
）
と
い
う
五
言
絶
句
を
図
解
す
る
絵
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
陰
雲
帯
残
日
」（
石
峯
先
生
畫
『
畫
本
唐
詩
選
』
一
編
、
天
明
八
年
﹇1788

﹈

嵩
山
房
刊
本
、
文
化
二
年
﹇1805
﹈
再
刊
本
）

い
ん
き
　
尹
喜

尹
喜
、
字
は
公
度
、
号
は
関
尹
子
と
い
い
、
天
水
の
人
で
あ
る
。
尹
喜
は
目
に

日
精
が
あ
り
、
腕
が
膝
に
及
ぶ
長
さ
で
、
堂
々
と
し
た
天
人
の
顔
を
し
て
い
る
。

周
康
王
の
頃
、
尹
喜
は
空
を
観
察
し
、
聖
人
が
西
へ
行
く
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の

聖
人
に
会
う
た
め
に
、
彼
は
函
谷
関
の
関
令
と
し
て
赴
任
に
行
っ
た
。
そ
こ
で
、

老
子
が
通
過
し
た
際
、
尹
喜
に
慰
留
さ
れ
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
。
老
子
は
尹
喜

の
要
求
に
応
じ
、『
老
子
』
を
書
き
残
し
、
つ
い
に
函
谷
関
を
出
て
西
へ
行
っ
た
。

尹
喜
に
は
『
西
昇
経
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
と
い
う
。

【
出
典
】

・
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五
五

【
作
例
】

「
尹
喜
」（
明
・
王
世
貞
撰
『
有
象
列
仙
全
傳
』
巻
一
、
萬
暦
二
八
年
﹇1600

﹈

玩
虎
軒
刊
本
）

「
尹
喜
」（
明
・
洪
應
明
撰
『
仙
佛
奇
踪
』
巻
一
、
萬
暦
三
〇
年
﹇1602

﹈
太
和

館
刊
本
）

「
尹
喜
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609

﹈
刊
本
）

「
尹
喜
」（
清
・
任
熊
繪
『
列
仙
酒
牌
』、
咸
豊
四
年
﹇1854

﹈
蔡
照
初
刻
本
）

「
尹
喜
」（
寂
照
主
人
月
僊
寫
並
題
『
列
仙
圖
賛
』
一
、
天
明
四
年
﹇1784

﹈
寂

照
寺
蔵
板
）

い
ん
き
　
尹
軌

尹
軌
は
字
が
公
度
と
い
い
、
太
原
の
人
で
あ
る
。
尹
喜
は
彼
の
祖
先
（
一
説
は

従
弟
）
で
あ
る
。
若
い
頃
、
天
文
を
学
び
、
讖
緯
（
予
言
に
つ
い
て
の
こ
と
）
に

精
通
す
る
。
後
に
南
陽
の
太
和
山
で
仙
人
に
な
り
昇
天
し
、「
太
和
眞
人
」
と
い

う
称
号
を
賜
ら
れ
た
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
尹
軌
」（
寂
照
主
人
月
僊
寫
並
題
『
列
仙
圖
賛
』
一
、
天
明
四
年
﹇1784

﹈
寂

照
寺
蔵
板
）

い
ん
げ
ん
ぜ
ん
じ
　
隠
元
禅
師

隠
元
禅
師
（1592

〜1673

）は
福
建
省
福
清
の
人
で
あ
り
、俗
姓
は
林
と
い
い
、

号
は
隠
元
と
い
う
。
順
治
十
一
年
（1654

）、
日
本
長
崎
興
福
寺
の
僧
、
逸
然
性

融
ら
の
要
請
を
受
け
、
弟
子
三
十
人
余
り
を
連
れ
て
、
日
本
に
渡
っ
た
。
最
初
は

長
崎
の
興
福
寺
に
住
ん
だ
が
、
万
治
元
年
（1658

）
九
月
、
江
戸
の
湯
島
の
麟
祥

院
に
寄
寓
し
、
将
軍
家
綱
に
謁
見
し
た
。
寛
文
（1661

）
五
月
、
京
都
の
宇
治
で

黄
檗
山
万
福
寺
を
創
建
し
、
日
本
の
黄
檗
宗
の
祖
と
な
っ
た
。
元
文
十
四
年

（1674

）
四
月
三
日
に
寂
し
た
。（
大
修
館
書
店
『
禅
学
大
辞
典
』「
隆
琦
」
参
照
）

【
作
例
】

「
黄
檗
隠
元
禅
師
」﹇
長
崎
長
兵
衛
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
『
和
漢
名
畫
苑
』六
巻
、

寛
延
二
年
﹇1749

﹈
序
刊
本
）

い
ん
こ
う
だ
っ
き
を
き
る
　
殷
郊
斬
妲
妃

周
の
武
王
が
諸
侯
の
軍
隊
を
率
い
、
紂
を
討
伐
す
る
。
牧
野
と
い
う
と
こ
ろ
で

決
戦
し
、
紂
を
大
敗
し
た
。
紂
王
が
鹿
台
に
逃
げ
込
み
自
殺
し
た
。
妲
妃
も
自
殺

し
た
。
そ
こ
で
、
武
王
が
黄
鉞
（
ま
さ
か
り
）
を
持
っ
て
紂
王
の
頭
を
斬
り
、
大

き
い
白
旗
に
懸
け
た
。
玄
鉞
（
ま
さ
か
り
）
を
持
っ
て
妲
妃
の
頭
を
斬
り
、
小
さ

い
白
旗
に
懸
け
た
。

【
出
典
】

�����

�
�



五
六

・

・

【
作
例
】

「
殷
郊
斬
妲
妃
」（
法
橋
玉
山
畫
『
畫
本
玉
藻
譚
』
巻
二
、文
化
二
年
﹇1805

﹈
跋
、

羣
玉
堂
・
河
内
屋
梓
）

い
ん
ざ
ん
　
隠
山

隠
山
は
杭
州
か
ら
西
へ
数
里
の
と
こ
ろ
で
、
當
夾
山
の
南
に
あ
る
。
唐
の
李
渤

が
石
の
階
段
を
作
り
、
あ
た
か
も
天
然
の
よ
う
で
、
故
に
「
隠
山
」
と
い
う
。
一

説
は
西
湖
の
中
の
浮
山
で
あ
る
。
湖
水
の
あ
る
と
こ
ろ
は
す
で
に
造
成
地
と
な
っ

た
た
め
、
山
が
陸
地
の
と
こ
ろ
に
な
っ
た
。
隠
山
に
は
六
つ
の
洞
窟
が
有
名
で
あ

る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
隠
山
」（
明
・
楊
爾
曾
撰
『
海
内
奇
観
』
巻
十
、
萬
暦
三
七
年
﹇1609

﹈
夷
白

堂
刻
本
）

「
隠
山
」（
副
孟
義
編
『
宋
紫
石
畫
譜
』
巻
下
、
明
和
二
年
﹇1765

﹈
刊
本
）

い
ん
し
か
ん
り
ん
　
隱
之
感
隣

晋
の
呉
隱
之
（
？
〜413

）
は
、
字
は
處
黙
と
い
い
、
濮
陽
の

城
（
山
東
省

城
）
の
人
で
あ
る
。
彼
は
十
代
の
頃
父
親
を
亡
く
し
た
。
そ
の
た
め
、
毎
日
号

泣
し
て
い
た
。
近
隣
の
韓
康
伯
の
母
親
が
隱
之
の
泣
声
を
聞
く
度
に
、
悲
し
く
て

食
事
も
で
き
な
い
。
彼
女
は
康
伯
に
「
あ
な
た
が
出
世
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
よ
う

な
人
を
推
挙
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
後
に
康
伯
は
吏
部
尚
書
（
官
吏
の
考

察
や
選
抜
を
掌
る
大
臣
）
に
な
り
、
隱
之
を
推
挙
し
た
。
隱
之
は
晋
陵
太
守
、
左

将
軍
、
広
州
刺
史
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
引
退
し
た
。
義
熙
九
年
（413

）
に
、

隱
之
が
亡
く
な
っ
た
。
帝
が
彼
に
左
光
禄
大
夫
、
加
散
騎
常
侍
と
い
っ
た
官
職
を

追
贈
し
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
隱
之
感
隣
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
二
、

享
和
元
年
﹇1801
﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）
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2017年 3 月

五
七

い
ん
し
ぎ
ゅ
う
と
う
　
殷
師
牛
鬭

晋
の
殷
仲
堪
（
？
〜399

）
の
父
親
で
あ
る
殷
師
が
耳
の
病
気
を
患
い
、
床
下

の
蟻
軍
団
の
移
動
を
聞
き
、
牛
の
闘
い
と
聞
こ
え
る
と
言
っ
た
と
い
う
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
殷
師
牛
鬭
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
七
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

い
ん
し
ち
し
ち
　
殷
七
七

殷
七
七
の
名
前
は
文
祥
と
い
い
、
ま
た
道
荃
と
い
う
。
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
も
年

齢
も
不
詳
で
あ
る
。
涇
州
で
薬
を
売
っ
た
時
、霊
臺
の
番
人
が
皆
疫
病
に
か
か
り
、

七
七
の
薬
を
服
用
し
て
す
ぐ
治
っ
た
。
人
々
は
皆
彼
を
神
医
と
み
な
し
て
い
る
。

七
七
は
金
が
入
る
と
す
ぐ
困
っ
て
い
る
人
に
与
え
た
。
唐
の
周
寶
が
淅
西
の
地
方

長
官
に
な
っ
た
頃
、
七
七
は
ま
た
出
て
き
て
薬
を
売
り
始
め
た
。
寶
は
そ
れ
を
聞

き
、
七
七
を
招
い
た
。
寶
は
七
七
に
言
う
。
み
な
鶴
林
の
ツ
ツ
ジ
花
は
天
下
の
絶

景
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、九
日
に
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
聞
い
た
。

七
七
は
「
で
き
る
」
と
答
え
た
。
そ
の
日
に
は
た
し
て
ツ
ツ
ジ
花
が
咲
き
乱
れ
、

ま
る
で
春
の
よ
う
で
あ
る
。
寶
が
連
日
花
見
を
し
た
。
だ
が
花
が
突
然
消
え
て
し

ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
主
人
が
客
と
応
酬
し
た
と
こ
ろ
で
、
陪
席
の
倡
優
は
七
七
を

辱
め
た
。
そ
こ
で
七
七
は
主
人
に
二
栗
を
酒
令
と
し
よ
う
と
頼
ん
だ
。
皆
は
き
っ

と
秘
技
が
あ
る
と
思
い
、
喜
ん
だ
。
そ
こ
で
栗
を
回
し
て
、
そ
れ
を
受
取
る
人
は

香
を
嗅
い
だ
。
倡
優
だ
け
は
受
け
取
っ
た
途
端
に
、
栗
が
石
に
化
し
て
鼻
に
く
っ

付
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
臭
く
て
た
ま
ら
な
い
。
さ
ら
に
起
き
て
踊
り
だ
し
た
。

飾
り
物
の
花
鈿
が
落
ち
、
相
次
い
で
悲
鳴
を
上
げ
た
。
楽
器
が
自
ら
演
奏
し
、
皆

が
抱
腹
絶
倒
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
倡
優
が
七
七
に
謝
っ
て
や
っ
と
事
態
が
収

ま
っ
た
。石
が
自
ら
鼻
か
ら
落
ち
て
栗
に
戻
り
、花
鈿
が
ま
た
元
の
と
こ
ろ
に
戻
っ

た
。
七
七
に
は
こ
の
よ
う
な
術
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
か
っ
た
。

【
出
典
】
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五
八

・

い
ん
し
ょ
う
こ
ら
い
こ
が
こ
う
に
ま
ん
ど
を
そ
な
え
て
し
ゅ
う

へ
い
を
ふ
せ
ぐ
　
殷
将
胡
雷
黄
河
口
備
萬
弩
防
周
兵

【
作
例
】

「
殷
将
胡
雷
黄
河
口
備
萬
弩
防
周
兵
」（
法
橋
玉
山
畫
『
畫
本
玉
藻
譚
』
巻
二
、

文
化
二
年
﹇1805

﹈
跋
、
羣
玉
堂
・
河
内
屋
梓
）

い
ん
ち
ゅ
う
は
っ
せ
ん
　
飲
中
八
仙

飲
中
八
仙
は
、
唐
の
詩
人
杜
甫
の
詩
『
飲
中
八
仙
歌
』
に
よ
り
、
よ
く
知
ら
れ

る
八
人
の
酒
豪
の
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
賀
知
章
、
汝
陽
王
、
李
適
之
、
崔
宗

之
、
蘇
晉
、
張
旭
、
焦
遂
、
李
白
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
飲
中
八
仙
」（
明
・
程
大
約
撰
『
程
氏
墨
苑
』
巻
六
、
萬
暦
年
間
﹇1573

〜

1620

﹈
刊
本
）

「
飲
中
八
仙
」﹇
八
図
、詩
あ
り
﹈（『
呉
友
如
畫
寳
』
第
一
集
上
・
古
今
人
物
圖
、

中
国
古
畫
譜
集
成
第
二
十
一
巻
、
山
東
美
術
出
版
社
，2000

年
）

「
飲
中
八
仙
」﹇
四
図
﹈（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
吉
田

新
兵
衛
・
鹿
島
忠
兵
衛
・
鷲
頭
辰
三
郎
刊
本
）

「
飲
中
八
仙
」﹇
八
図
、如
川
周
信
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
『
和
漢
名
畫
苑
』
五
巻
、

寛
延
二
年
﹇1749

﹈
序
、
寳
文
堂
刻
本
）

い
ん
ち
ゅ
う
ぶ
ん
　
殷
仲
文

殷
仲
文
（
？
〜407

）
は
陳
郡
（
河
南
省
淮
陽
）
の
人
で
あ
る
。
文
章
が
得
意

で
あ
り
、
世
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
桓
玄
と
の
姻
戚
関
係
の
た
め
、
新
安
太
守

に
左
遷
さ
れ
た
が
、
後
に
桓
玄
と
と
も
に
反
乱
を
起
こ
し
、
侍
中
、
左
衛
将
軍
と

な
っ
た
。
玄
が
失
敗
し
た
後
、
鎮
軍
長
史
、
尚
書
、
東
陽
太
守
を
歴
任
し
た
が
、

義
煕
三
年
、
反
逆
罪
で
劉
裕
に
殺
さ
れ
た
。

【
出
典
】
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2017年 3 月

五
九

・

【
作
例
】

　

↓
「
仲
文
」

い
ん
と
う
さ
ん
め
ん
の
あ
み
を
と
く
　
殷
湯
解
三
面
網

湯
王
は
出
か
け
る
時
に
、
野
原
に
網
を
四
面
か
ら
囲
む
よ
う
に
張
る
者
を
見
か

け
た
。
そ
の
人
は
空
か
ら
降
り
る
も
の
、
地
下
か
ら
出
て
く
る
も
の
は
皆
私
の
網

に
入
る
と
言
っ
た
。
湯
王
は
言
っ
た
。「
あ
あ
、
や
り
す
ぎ
た
」
と
。
そ
こ
で
三

面
の
網
を
取
り
外
す
よ
う
命
じ
た
。
そ
の
人
に
次
の
よ
う
に
言
わ
せ
た
。「
左
に

行
き
た
い
な
ら
ば
、
左
に
行
き
な
さ
い
。
右
に
行
き
た
い
な
ら
ば
、
右
に
行
き
な

さ
い
。
わ
た
し
が
命
令
し
な
く
て
も
、私
の
網
に
は
い
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
。

諸
国
は
そ
の
話
を
聞
き
、
皆
湯
王
の
仁
徳
は
鳥
獣
ま
で
及
ん
で
い
る
と
言
い
、
湯

王
に
従
う
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
湯
王
は
諸
国
の
軍
隊
を
率
い
て
、
夏
の
桀
を
討

伐
し
、
殷
の
王
朝
を
作
っ
た
。

【
出
典
】・

【
作
例
】

「
祝
網
施
仁
」（『
圖
像
合
璧
君
臣
故
事
句
解
』
巻
上
、
延
寳
二
年
﹇1674

﹈
上

田
甚
兵
衛
板
行
、
和
刻
本
）

「
湯
王
祝
網
」（『
新
刊
全
相
平
話
武
王
伐
紂
書
』
巻
上
、
至
治
年
間
﹇1321

〜

1323

﹈
建
安
虞
氏
刊
本
）

い
ん
と
た
ん
　
印
都
丹

印
都
丹
の
人
は
体
が
黒
色
で
あ
る
。
土
地
が
厚
く
て
、雲
が
な
い
。
応
天
府
（
江

蘇
省
南
京
市
）
ま
で
馬
で
一
年
二
ヶ
月
か
か
る
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
印
都
丹
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
三
巻
、
萬
暦
三
七

年 

﹇1609

﹈
刊
本
）

「
印
都
丹
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
十
四
、正
徳
三
年 

﹇1713

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
印
都
丹
」（
橘
有
税
撰
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寳
文

堂
刊
本
）

い
ん
の
さ
ん
じ
ん
　
殷
三
仁

殷
の
三
仁
と
は
微
子
、
箕
子
、
比
干
と
い
う
三
人
の
忠
臣
の
こ
と
を
指
し
て
い

る
。

【
出
典
】

・
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六
〇

・

い
ん
の
だ
っ
き
　
殷
妲
妃

　

↓
「
妲
妃
」

【
作
例
】

「
殷
妲
妃
」（
法
橋
玉
山
畫
『
畫
本
玉
藻
譚
』
巻
一
、
文
化
二
年
﹇1805

﹈
跋
、

羣
玉
堂
・
河
内
屋
梓
）

�����

�
�




